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アシックスでは、レース登録プラットフォーム企業の買収を通じて、ランナーへのサービスを拡大
させています。
2023年9月現在、北米では「レースロースター」、豪・オセアニアでは「レジスターナウ」、日本では
「アールビーズ」、そして欧州では「ニューコ」のもとでレース登録事業を展開しています。世界
No.1のレース登録プラットフォームを目指し、今後も事業を拡大させていきます。

アシックスは、中期経営計画2023において「デジタルを軸にした経営への転換」を

戦略目標に掲げ、投資を含めたデジタルへの取組みを加速しています。取組みは、

「デジタルビジネス」、「デジタルマーケティング」、「デジタルサプライチェーン」の

３つの柱で推進し、ランニングサービスやECによる売上の拡大、経営の効率化を

目指します。「ランニングエコシステム」は、ランニングサービスの拡充と顧客価値

の最大化の鍵となる取組みです。本特集では、近年の企業買収などを経て、進化

したランニングエコシステムの姿をご紹介します。

進化するランニング
エコシステム

登録者数

310万人 370万人 250万人

55万人

「ランニングエコシステム」は、ランナーの行動に沿ってサービス並びに商品を提供する循環型シス
テム。具体的には、シューズやウェアの販売だけでなく、大会参加のためのレース登録プラット
フォームやトレーニング用のランニングアプリまでアシックスが提供し、ランナーをサポートする
というものです。これらのサービスは、会員プログラム「OneASICS」を通じて連携しており、ランナー
の活動や購買に応じて、お勧めのアクションや最適な商品の推奨を行っています。直近では、オン
ライン・オフラインの連携を強化しています。実店舗の「アシックスラン東京丸の内」のリニューアル
では、ランナーサポートやデジタルサービスとの連携を強化するほか、ランニングアプリ「Runkeeper
（ランキーパー）」では、実店舗と連携し、キャンペーン(新商品発売に合わせたランニングイベント
開催など)を通じてランコミュニティの形成をサポートしています。

ランナーに寄り添う
アシックス

ランナーの
行動

ランニング
エコシステムとは?

事業展開は世界規模に！

地域の広がり

ランニングエコシステムの仕組み

世界で拡大するレース登録プラットフォーム

ニューコ 登録者数アールビーズ

登録者数レジスターナウ

登録者数レースロースター

※2022年実績

01 special feature

レース登録
プラット
フォーム

ランニングコーチ及び計測アプリ

直営ECサイト + 直営店
商品提供の場

①レースに登録

⑥レースを完走
④最適なシューズを
見つける・購入する⑤大会会場でお買い物

②トレーニングの開始 ③ランニングクラブに参加
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アールビーズのもう一つの強みは、デジタル
サービスを自社で企画し、内製できること。大会
中止が相次いだコロナ禍では、TATTAによる
オンライン大会の開催、小規模の大会・イベント
とランナーを結び付ける「e-moshicom」に注力
し、ユーザー数が急成長しました。今後もデジ
タル技術によってランニングの魅力と利便性を
高めていきます。

アールビーズは、自社で企画運営する大会も含
めて、年間約500大会ものマラソン大会の計測
や運営に関わっています。アールビーズの強み
は、大会開催に必要なサービスを全てワンス
トップで提供できること。大会主催者と伴走し、
各地のマラソン大会の魅力を最大限に引き出
し、ランニング界の発展に尽力しています。

ランナーのための総合ポータルサイト。マラソン
大会をはじめとした各種ランニングイベントへの
エントリー、出走結果の閲覧、大会評価などの
機能を持つとともに様々なランニングに関する
情報発信を行っています。

RUNNETと連携する唯一のGPSランニング
アプリ。大会出場履歴や公式記録をトレーニン
グの記録と合わせて管理することができます。
同じ大会を目指すランナー同士で競う「練習ラン
キング」や「コミュニティ機能」も好評です。

1975年の創業以来、マラソン・ランニング情報誌「ランナーズ」の発行、大会エントリー
など様々なランニング情報を集約したポータルサイト「RUNNET」の運営、マラソン大会
の計測・運営受託などにより、国内ランニング文化の発展に貢献してきました。

大会参加者のエントリーを「RUNNET」で行い、応援
参加者の受付を「e-moshicom」で募るなど、アール
ビーズのデジタルサービスを活用。アシックスで
は、サブ４を目指すランナー向けに特化したランニン
グシューズ「Ｓ４」およびオンライン・トレーニング
プログラム「ASICS Running Program: Road to 
Challenge 4」をリリースし、開催3カ月前からの
トレーニング期間をサポートすることでランナー
のモチベーション維持に貢献しました。大会当日に
は、アールビーズの持つ蓄積された大会運営の知
見を活用することによって、国立競技場および淀川

アシックスは、スポーツメディア事業やレース登録をはじめとするスポーツイベント

の企画運営などを手がけるアールビーズを、2022年8月にグループ会社化しま

した。本ページでは、アールビーズの事業紹介のほか、両社の持つ強みを生かした

協業実績についてご紹介します。

フルマラソンを4時間未満で走り切る「サブ４」達成に特化した新しいコン

セプトのフルマラソン大会「Challenge 4」の開催が実現しました。両社が

どのように連携し、大会を成功に導いたのか、その取り組みをご紹介します。

サブ４は、市民ランナーにとって憧れの目標のひとつです。

参加ランナーがこれを目指すフルマラソン大会を2023年

5月に東京（国立競技場）と大阪（淀川河川公園）で開催しま

した。約1,000名が出走し、完走したランナーの37％が

サブ４を達成しました。

Pick Up

アシックスとの
協業によって実現した
「Challenge 4（チャレンジ 4）」

アールビーズとは

大会運営 デジタルサービスサービス
ラインナップ

両社の得意分野を活かし、ランナーに徹底
的に寄り添ったサービスを展開すること
で、新たなランニング文化を創り出す―。
これが昨年来の協業テーマです。今後は他
企業やコーチ、トレーナーなどとも手を組
むことでランナーの体験価値をより一層高
めていきます。ウォーキング分野での協業
も開始します。「イベント参加で〝より楽し
く〟、専用シューズで〝より快適に〟」を
テーマに、モノとコトが一体となった新た
なウォーキングワールドを構築します。

シューズだけじゃない
大会にも、トレーニングにも
ワクワクを
アシックスとアールビーズのシナジー

オフライン オンライン

これからもワクワクをお届けしますChallenge 4 参加者の声

フルマラソンで4時間を切る！
すべてはサブ４のために

65% 80%

エントリー
大会数
シェア

2,200大会 225万人

エントリー
人数
シェア

国立競技場のトラックを走ることができ、ずっ
と応援も絶えず、モチベーションを高めたまま
走り切ることができて、とても楽しかったです。

ペーサーさんのアドバイスや前後からの的確な
声掛けと好条件のフルマラソン支援環境のおか
げで、サブ4達成できました。夢のようです。

川内優輝選手の参加も良かったですし、アシックス
さんの写真撮影やTシャツに完走タイムをプリン
トできたのも思いがけず良かったです。

アシックスの「S4」の購入をきっかけに参加し
ました。今大会ではサブ4達成することが出来
なかったので、再度の開催を望みます。

国内マラソン大会等におけるアールビーズのシェア

アールビーズ
代表取締役社長

黒崎 悠

アシックスとアールビーズの初コラボ !

エントリーから大会当日まで
をフルサポート

河川公園の平坦な周回コースを採用し、レベルに
応じたペーサーの伴走やスタッフ・ボランティアに
よる大勢の応援者を用いることでサブ4挑戦者の
モチベーション維持と達成率の向上を支援。両社の
連携によって、悲願のサブ４達成に向けての晴れ
舞台を提供することができました。

「S4」を着用するランナー

5月27日 東京会場

5月14日 大阪会場

ランナーズ創刊号（1976年） 2023年9月号

出典：アールビーズ
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アシックスでは、事業活動を通じた温室効果ガス
排出の継続的な削減に取り組んでいます。製品
ライフサイクル全体で排出される温室効果ガスの
総量であるカーボンフットプリントをシューズの
中敷きやシューズボックスに記載する新たな取組み
をGEL-KAYANO 30から始めました。

かかと部から中足部まで内側に
広がりを持つミッドソール形状に
より倒れ込みを制御します。

アーチ部に配置されたフォーム
パーツが、疲労時に必要となる中
足部の安定性を発揮します。

かかと部に適切な傾斜を持たせ
ることで、疲労時にはスムーズな
かかと設置を促します。

アウターソールの接地面積を広げ
ることで、疲労時における走行中
の安定性を追求しました。

30周年を迎えたGEL-KAYANOシリーズの
生みの親・榧野俊一（かやの としかず）による
開発秘話動画「What’sKAYANO？」やGEL- 
KAYANO 30の3Dギャラリー、歴代モデルな
どが閲覧できる30周年記念サイトを公開中。
遊び心満載のGEL-KAYANOシリーズには、
実は毎回異なるデザインモチーフがあった!?

優れた安定性とクッション性を備えた高性能ランニングシューズGEL-KAYANOシリーズ

の30代目となる「GEL-KAYANO 30」の販売を開始しました。長時間走行におけるラン

ニングフォームの変化に適応する「4Dガイダンスシステム」を採用し、ランナーのより効率

的な走りをサポートします。現在、GEL-KAYANOシリーズを深く知るためのコンテンツが

満載の30周年記念サイトを公開中です。

ランナーの足に安定性と快適性を! 4D GUIDANCE SYSTEM

広がりを持たせた
ミッドソール形状 高反発のフォーム材 かかと部の適切な傾斜 接地面積を広げた

アウターソール

気になる温室効果ガス！ 
カーボンフットプリント表示

What’s
KAYANO?
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◀GEL-KAYANO
30周年記念サイト
はこちら

アシックスとＦＣ今治*1は、2022シーズンよりユニフォー
ムサプライヤー契約を締結。実は、お二人の親交は20年
超。現在ともに経営者同士、スポーツを通じて世の中に
貢献する想いなどを語っていただきました。

記念すべき30代目
特別企画

「想いの強さ」と
「高い目標設定」が
リーダーの資質「GEL-KAYANO  30」

廣田ＣＥＯ 岡田武史氏対談

*1：FC今治  https://www.fcimabari.com/
*2：今治里山スタジアム  https://satoyamastadium.com/
*3：FC今治とアシックスの協働事例 
     https://corp.asics.com/jp/press/article/2023-04-12
*4：FC今治高等学校  里山校 https://fcimabari-ed.jp/

ＦＣ今治とアシックスの協働
林 FC今治とアシックスはどのような関係でしょうか？
廣 ユニフォームの提供に留まらず、「誰もが一生涯、

運動・スポーツを通じて心も身体も満たされる
ライフスタイルを創造する」というアシックスの
長期ビジョンとＦＣ今治の想いがマッチすると
いうことで、今後もＦＣ今治や岡田会長と一緒
にやっていけることが色々あると思って非常に
“ワクワク”しています。

岡 私はＦＣ今治を「共助のコミュニティ」にするん
だという“強い想い”を持っています。コミュニ
ティの維持・拡大の起点となるテーマとして「健
康」や「スポーツ」が重要ですし、この活動を取り
まとめるリーダーを育てる「教育」も必要になって
くる。だから、すでにアシックスと協力して今治
里山スタジアム*²を拠点としたランニングイベン
トなどを実施*³しているほか、2024年に開校
予定のFC今治高等学校*4には駅伝クラブを作
ろうとも考えています(笑)。

リーダーシップの本質
林 折角の機会ですので、お二人のリーダーシップに

対するお考えを是非お聞かせください。
岡 私の場合は冗談みたいな夢を語っていたら優秀な

仲間が何とかしてくれることが多いです(笑)。
廣 夢を語ることを意識的にされているわけですよね？

岡 意識的、というより本気で想うことが大事なんで
す。本気でチャレンジすれば、不思議と神様が
助けてくれて、上手くいくんです!!

廣 やっぱり、想いの強さってありますよね。
岡 おっしゃる通り。目標に対して本気で、必死でや

るのが大事なんです。
廣 岡田会長には、ＦＣ今治をＪ２に昇格させると

いう高い目標があり、アシックスもグローバル
にランニングでNo.1を目指すという高い目標
があります。やはり「高い目標設定」と、それを
「やり遂げる」ことが非常に重要だと思います。

岡 「目標の力」って凄いんですよ!! 実際、ワールド
カップを勝ち上がるにあたって、目標も無く勝ち
進むのは大変だけど、「本気でベスト４を目指さ
ないか！」って言うと、みんな自分から本気を出し
てくれるようになったんです(笑)。

廣 目標を大きくしたことで、選手が自ずと変わって
いったんですね。

林 本日はお忙しい中、貴重なお話をお聞かせいた
だき誠に有難うございました。引き続き高い目標
をもって前進していきたいと思います。

（聞き手：林 晃司 アシックス 執行役員 経理財務統括部長）

左：岡田武史氏（元サッカー日本代表監督）　右：廣田CEO

1956年、大阪市生まれ。元サッカー選手、元サッカー日本代表監督。
現在はＦＣ今治を運営する株式会社今治． 夢スポーツの代表取締役会長。
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株主総会・IRに関する発表資料、決算発表資料、統合報告書など株主・投資家向けの情報についてはホームページ（https://corp.asics.com/jp/investor_relations）に掲載しています。

https://corp.asics.com/jp/

〒650-8555 神戸市中央区港島中町7丁目1番1
TEL：050-1745-2248

2019 2020 2021 2022 （年）
（第66期）

売上高 営業利益

総資産・純資産・自己資本比率 1株当たり配当金

第2四半期（百万円） 期末（百万円）

中間（円） 期末（円）総資産（百万円） 純資産（百万円） 自己資本比率（%）

第2四半期（百万円） 期末（百万円）

（第70期）
2019 2020 2021 2022 （年）
（第66期） （第70期）

2019 2020 2021 2022 （年）
（第66期） （第70期）

第2四半期

2019 2020 2021 2022 （年）
（第66期） （第70期）

48.0
37.9 42.2

316,115

152,323

333,180

126,763

345,773

24.0

12.0

24.0

12.0

24.0

12.0

6.0
30.0

記念配当

40.0

16.0

2023

55.0
（予想）

30.0
（予想）

25.0

12.0

146,537

378,050
328,784

404,082

484,601

172,729

40.1

425,067

2023

210,927

45.6

457,965

△ △

225,080

2023

550,000
（予想）

290,079

187,204
146,897

209,478 10,634

3,953

21,945

34,002

19,166

2023

46,000
（予想）

33,610

8,589

3,873

23,993

親会社株主に帰属する当期純利益

第2四半期（百万円） 期末（百万円）

2019 2020 2021 2022 （年）
（第66期） （第70期）

△

△

19,887

9,402
13,562

2023

（予想）24,796
25,000

5,504 7,097

12,350

6,266

16,126

連結財務ハイライト

POINT解説

株式分布状況（2023年6月30日現在）

個人・その他
9.8%

金融機関
40.4%

外国法人等
42.8%

証券会社
3.0%

その他の国内法人
4.0%

※上記持株比率は、自己株式を除いて計算しています。

所有者別

●�年初来、スポーツイベントの開催が本格的に再開し、数年ぶりに人々の自由な
移動が可能となるなど、引き続き社会経済活動の正常化が進んでおります。
売上高は、2,900億円と当第２四半期連結累計期間では過去最高となり、
全地域、全カテゴリーにおいて前年同期比で増収となりました。営業利益は、
当第２四半期連結累計期間では過去最高の336億円となり、前年同期比
+75.4％となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益も当第２四半期
連結累計期間では過去最高の247億円となりました。当第２四半期連結累計
期間の好調な業績の進捗を踏まえ、通期業績予想を上方修正することと
なりました。

●�パフォーマンスランニングの売上高は、特に、日本地域・北米地域・欧州地域・
オセアニア地域における「GEL-NIMBUS�25」のプロモーション強化が成功

し、1,478億円と前年同期比+19.9％となり、全ての地域で増収となりました。
●�オニツカタイガーの売上高は、インバウンド需要の堅調な回復を取り込んだ
日本地域がカテゴリー全体の増収に寄与し282億円となり、前年同期比
+44.1%となりました。中華圏地域は、当第２四半期連結会計期間の売上高が
好調に推移し、第１四半期連結会計期間を上回る伸長率となりました。

●�OneASICS会員の継続的な増加（前年同期比+33.9％の約830万人）も
あり、ECの売上高は前年同期比+36.3％の496億円となり、OneASICS
会員数の増加とともに、ECの売上高も着実に成長してきております。

●�営業活動によるキャッシュ・フローが過去最高となったこともあり、中間配当を
25.0円、期末配当を30.0円（年間配当55.0円）に増配し、過去最高となる
見通しです。

「ASICS通信」は、地球環境などを配慮した省資源化
の観点から、第71期（2024年12月期）よりアシックス
のウェブサイトに掲載することとし、紙面による発送
は取りやめさせていただきます。株主の皆さまには、
何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

お知らせ




